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	報 告 者 氏 名
	槇原　文子

	大 会 名
	ＩＯＤＡ　アジア大会

	開 催 地
	シンガポール

	大 会 期 間
	７月２２日から７月３１日まで


	開催地域の

様子
	シンガポールは治安も良く心配ないと聞いておりましたが、本当に治安も良く人も親切で安心できました。


	宿泊場所
	期間中選手と同じ宿舎でしたがマリーナと宿舎がバスで３０分と遠く、忘れ物などしないように注意が必要でした

	大会のサポーターへの対応は
	移動のバスなどは選手、大会役員が完了後に乗せていただくことが出来ました。
ＪＡＰＡＮのＴシャツ等を着用しておりましたので、声をかけていただくこともあり不便はありませんでした。

	選手たちの

 コンディションは？
	コーチより帰着時の確認事項等の声かけの指示に従い確認をしておりました。
全員、中学生であり自己管理が出来ていたように思いました。

	サポーターとして気をつけたことは？
	親の同行のない選手が困ったなと思うことのないように声をかけました


	海外の選手を見て感じたことは？
	親が同行している国は少なく国から派遣されたコーチ、監督ととても信頼関係が築かれているように感じました。選手も国際大会に何度も派遣されているようでした。

	日本の選手を見て感じたことは？
	とても楽しそうですが、なかなか自分から話しかけることが出来ず英語をもっと学ばなければと思いました。

	Spare dayの過ごし方は？


	治安の良い国でしたので大きなショッピングモールで選手には自由に過ごさせました。
日本円で昼食代等を支給し、換金所に連れて行き各自換金して１時間ごとに集合場所に帰ってくることとグループで行動することを約束して解散しました。それぞれ楽しく過ごしたようです。

	日本チームとして

の課題
	

	ＪＯＤＡへの要望
	

	その他
	とてもよい経験をさせていただきました。

ありがとうございました。

	　　　
	


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

